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テーションを済ませたものであるため，１年次の教職
志向に係るデータが取れていない。そのため，表３-２，
表３-３の合計値は１３１名に止まっている。
※６　図１-１でも確認したとおり，全学教職オリエ
ンテーションの参加者２７５名に対して「教職論」の
履修者数は１５９名であり，１１６名が１年生の時点で
教職課程の履修継続を断念した。彼らの教職志向性
については表２-１で確認したとおりであり，このう
ち「迷っている」と答えた者が６５名，「なりたくな
い」と答えた者が３０名であった。すなわち表３-２で
確認した低位群が極めて少数に止まっている理由は，
１年次の全学教職オリエンテーション並びに母校訪
問に依るところが大きいと言えるだろう。
※７　ただし，５群を構成する人数比を文系学部と
理系学部で比較した場合，統計的な有意差は認めら
れなかった。
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